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◆ 第 4回役員会を開催
◆ 建設産業親睦ゴルフコンペ開催
◆ 地域別産学懇談会を開催 OCA
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課題解決し前進することが重要
第４回役員会を開催

加入申請などを審議した

開会のあいさつをする下地会長

　平成30年度第４回役員会を８月13日、建労セン
ターで開催した。
　会に先立ち下地米蔵会長は８日に急逝した翁長
雄志知事に対して、「業界のために最低制限価格の
上限撤廃という英断を下してもらった」と感謝の言
葉を述べ、知事をしのんだ。開会のあいさつでは、昨
今の担い手不足がなかなか解消されず、今後も人手
不足は続くだろうと懸念を示し、「県内業界において
は、一括交付金等の減額などもあり、さまざまな課
題がある」と指摘した。その上で「いろいろと議論を
しながら、課題解決に向けて力を合わせて前進して
いくことが重要」と強調、理解と協力を求めた。
　議事では、加入申請１件と会員資格承継５件、退
会届１件について審議し、全会一致で承認した。そ
の他事項では、県への要請活動を予定していること
を報告（８月20日実施）。要請内容は①沖縄振興予
算の確保について②土木・建築専攻科の正規職員
の採用拡大について③学生が平等に学ぶ機会の確
保と離島（宮古・八重山地域）対策について－の３
点。②③については、７月31日に宮古支部が宮古島
市長、8月17日に八重山支部が石垣市長を訪ね、要
請活動を行い、県への進言をお願いしている。協会
本部の要請と合わせて、地域からも声を上げ、一つ
の結果へと結びつくことを期待した。

　次に、沖縄自動車道のトールゲート改築工事につ
いて、工事概要や公告時期などを説明。当局側は建
設需要が高まるなか、入札不調が懸念されることか
ら、同工事発注予定について周知を図った。協会とし
ては、県内企業への優先発注を要望するが、会員企
業に積極的な対応を求めた。このほか、沖縄県生コ
ンクリート協同組合が今年10月1日の出荷分から、生
コンクリートの販売価格を改定すると報告、会員企
業の理解と協力を求めた。また、沖縄ダンプ協議会
からダンプ労働者の適正単価、諸法令の遵守や労働
環境、雇用改善などの取り組み強化などを求める要
請があったことを報告、協力を呼びかけた。
　このほか、沖縄ガス㈱からの「工事現場におけるガ
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〔造の部　みんなの公共建築賞〕

　 題　　名： つないでつないで74ｍ
　 撮  影  者：比嘉　達志
　 撮影場所：那覇港
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ス管確認の周知徹底のお願い」、「下請け確保状況・
人手不足等に係る実態調査」の実施、おきなわ建設
フェスタ（11/11開催予定）への協賛お願いなどを呼
びかけた。
　閉会のあいさつで津波達也副会長は、働き方改
革関連法案で示された企業における有給休暇消化
の義務付けや違反した場合の罰則等についてふれ、
「政府が掲げる新たな施策に対応し、各企業も取り
組んでいかなければならない」とし、課題解決に向
け協力していこうと呼びかけた。

○議事
１、加入申請について：【宮古支部】㈲宮古電水土木
　（代表取締役砂川一範）
２、会員資格の承継について：【那覇支部】㈱瀬底土
　建（代表取締役瀬底清進）、㈱照正組（代表取締
　役照屋圭太）、【浦添・西原支部】㈱大城組（代表
　取締役仲西聰）、【中部支部】㈱丸石建設（代表取
　締役大石根史）、【北部支部】㈱山口建設（代表取
　締役山口裕）
３、退会届について：【宮古支部】㈲立真工業（代表
　取締役砂川敏）

○その他事項
１、要請活動報告について
２、沖縄自動車道トールゲート改築工事について
３、生コンクリートの販売価格改定について
４、沖縄ダンプ協議会からの要請について
５、下請け確保状況・人手不足等に係る実態調査に
　ついて
６、おきなわ建設フェスタへの協賛のお願い
７、「沖縄で考える保守思想」シンポジウムについて
８、工事現場におけるガス管確認の周知について

　７月31日付で、沖縄総合事務局次長に就任した小
口浩氏が８月７日、協会を表敬訪問した。小口次長
は、昭和38年長野県生まれ。昭和60年に東京大学工
学部を卒業し、建設省に採用された。以降、九州地
方整備局福岡国道事務所長や山口県土木建築部
長、東日本高速道路㈱経営企画本部本部付部長な
どを歴任して、今回、沖総局の次長に就任した。沖縄
での勤務は初めて。
　下地米蔵会長と小口次長は災害協定や人材育成
など、建設業界の抱える課題について意見を交わし
た。県内の状況について下地会長は「型枠・鉄筋・左
官などの専門職は人手不足が続いている。本土から
応援で来る職人もいるが、慣れない環境で、即戦力
として力を発揮するのが難しい部分もある」と説明。
小口次長は「建設業への入職者を増やしていくこと
は全国的な課題、これから各関係機関の皆さんと検
討していきたい」と述べた。これを受けて下地会長

は「全国的に取り組んだ場合、中央に人が向かってし
まう傾向がある。地元で働く人がどれくらい残るかも
考えていくことも重要」と地方ならではの課題を指摘
した。
　表敬には小口氏が沖縄保証事業審議会の構成員
であることから、西日本建設業保証㈱沖縄支店の宮
城正支店長も同席した。

沖総局の小口次長が就任あいさつ
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閉会のあいさつをする津波副会長

（左から）源河専務、下地会長、小口次長、宮城支店長

建設産業親睦ゴルフコンペ開催
連携強化でさらなる業界発展へ

乾杯のあと交流を深めた

　沖建協と沖縄建設新聞の共催による沖縄建設
産業親睦ゴルフコンペが８月２日、南城市の琉球
ゴルフ倶楽部で開かれ、業界関係者168人が参
加。途中大雨が降り一時中断することもあったが、
参加者らは最後までプレーを楽しんだ。
　コンペは、建設産業関連団体の親睦と各団体
の交流と連携強化を図り、更なる業界発展につな
げることなどを目的に開催しているもので、今年で
５回目。
　３日には、那覇市のザ・ナハテラスで表彰式・懇
親会を開催、コンペに参加した約60人が詰め掛け
た。主催者を代表して沖縄建設新聞の古謝昇会
長が「熱中症が心配される中、多くの方に参加い
ただいた」と謝意を述べ、建設産業界が抱える技
術者不足についてふれ「建産連を中心に人材確
保・育成に向けてさまざまな取り組みを行ってい
る。今後も建設業の魅力を発信していくのでご協
力をお願いしたい」と呼びかけた。その後、沖建協
の津波達也副会長が乾杯の音頭を取り、参加者
らはお互いの健闘を讃えるとともに、ゴルフ談義

に花を咲かせた。
　
各賞の入賞者は次の通り（敬称略）。
▽１位＝豊田益市（(一社)沖縄県磁気探査協会）
▽２位＝伊豆味明（(一社)沖縄県磁気探査協会）
▽３位＝喜屋武忠（(一社)沖縄県建設業協会）
▽ベストグロス賞＝与那覇政人（(一社)沖縄県建
　築士事務所協会）
▽沖建協会長賞＝濱川雅司（大晋建設㈱）
▽沖縄建設新聞社長賞＝澤岻秀雄（㈱琉球銀行）
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沖縄振興予算拡大と建築系学科増設を
県土建部・県教育庁に要請

永山統括監（左）に要請書を渡す下地会長（同２人目）ら

　沖建協の下地米蔵会長、津波達也副会長、新里
英正副会長らは８月20日、県土木建築部および県
教育庁を訪ね、沖縄振興予算の拡大・確保や土
木・建築専攻科の正規職員の採用拡大、宮古・八
重山地域への建築学科設置などを要望した。
　県土建部では、31年度沖縄振興予算の拡大・
確保と、均衡ある地域配分を要請。下地会長は
「県内では景気回復基調とともに建設需要が拡大
しているが、沖縄振興予算の公共事業関係費が
２年連続で削減されたことから地域・地方の建設
産業に与える影響を懸念している」と強調。さら
に、建設産業は経済振興や雇用確保に加え、地
域の復旧支援などの重要な役割を担っていると
説明し、県内建設産業振興に係る予算確保を訴
えた。これに対し永山淳土木企画統括監は、県と
しても２年連続で沖縄振興予算が減額されたこ
とに危機感を持っているとした上で「クルーズ需
要への対応や今後増加する老朽化した社会基盤
の改修に向け、適切な予算確保に努めていく」と
答えた。
　県教育庁では、県内建設産業の人材育成に関
する積極的な施策展開などを要望。下地会長は
「建設業界の担い手不足や高齢化は喫緊の課題。
このままでは今後５～10年後に深刻な状況に陥る
恐れがある」と指摘し、土木・建築専攻科の正規
職員採用拡大や工業高校に設置された既設の土
木および建築科の増設、宮古、八重山地域への
建築科の設置を要望した。対応した當間正和参
事は、今年度は１人の土木・建築専攻科の正規教
職員を採用予定と説明した上で「次年度以降も、
正規職員採用枠の確保に向け取り組んでいく」と
答えた。一方、既設の土木・建築科増設や宮古・八
重山地域への建築科設置については「近年は普
通科志向が特に強い。学生のニーズがなければ学
科の増設や新設はできないので、業界と協力して
小中学生に建設系学科の魅力を啓発していきた
い」と返答した。

當間参事（右から２人目）に要請書を渡す下地会長（同３人目）ら

入職促進、雇用安定で意見交換
地域別産学懇談会を開催

那覇・南部地区の懇談会の様子（10日、建労センター）

　沖建協本部・支部とハローワーク、工業高校な
どの校長・教諭らが新規学卒者の雇用に関する
課題について協議する「平成30年度地域別産学
懇談会」が8月10日から17日にわたり県内５カ所で
開かれた。同懇談会は、県内の雇用安定と若年
者・新規学卒者の入職促進を目的に毎年行われ
ている。
　８月10日に建労センターで開かれた懇談会で
は、源河忠雄専務理事が今年７月に宮古支部が
宮古島市に島内の高校に「建築科」を新設するよ
う要請したことを報告。「離島の生徒が親元を離
れ本島に渡ることなく、島内で学べる環境を整え
るために建築科新設の要請を行った」と説明し
た。また、「教育の質を低下させないために専門教
師の確保など教育現場から改善する必要がある」
と意見を述べた。
　このほか、協会が継続して行っている建設雇用
改善推進事業の取り組みとして、高校生現場見学
会や現場実習の充実、各種資格取得等のサポー
トや車両系建設機械の資格取得支援、建設産業
合同企業説明会開催などを紹介した。
　ハローワーク那覇の比嘉均所長は、管内の労働
市場動向や平成30年３月新規学卒者の就職対策
などを紹介。管内の現状として、県外と比較して
定着率が低く離職率が高いと説明。建設業セミ
ナーなどを実施して建設業界への理解・関心を深
めてもらう取り組みを行っていると報告した。学校
側からは「保護者も生徒も給与や残業時間など数
字にとらわれがちで実際と違うとミスマッチを訴
えるケースがある」と実情を語り、「人間関係で悩
んだときに相談できる先輩・上司がいなくて辞め
てしまうことがある。相談できる環境を整えてほし
い」などの要望があがった。

14日には北部地区で開催した

15日の中部地区の様子

宮古地区（16日）

八重山地区（17日）
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河川・海岸愛護月間で清掃活動を展開

　那覇支部（長山宏支部長）と南部支部（上原進支
部長）は27日、国場川周辺の清掃活動に参加。川沿
いに繁茂する雑草や雑木の刈り取り・撤去、ごみ拾
いなどに汗を流した。当日は両支部から会員多数が
参加。約１時間の作業で草木や空き缶、ごみなど合
わせて約4.2㌧を回収。参加者らは「定期的に清掃し
て、気持ちよく利用してもらいたい」などと話した。

繁茂する雑草を刈り取った（27日、那覇支部・南部支部）

川沿いの雑草を刈り取り視界が開けた（27日、中部支部）

清掃活動への参加付受け付けをする会員ら（27日、北部支部）

遊歩道にまで伸びる雑草を刈り取り除去した（25日、八重山支部）

支部活動報告支部活動報告

■那覇支部・南部支部

　中部支部（手登根明支部長）は27日、石川川周辺
で清掃活動を実施した。津波克守副支部長は「地域
貢献活動の一環として毎年参加している。微力なが
ら今後も継続して参加していきたい」と語った。当日
は、会員企業多数が参加して、川沿いの空き缶やご
み、草木の刈り取り作業などを行った。

■中部支部

　北部支部（仲泊栄次支部長）は27日、宇茂佐海岸
などで河川・海岸清掃を実施。会員企業から約45人
が参加。支部会員のほか、県職員や各団体等から総
勢175人が参加、美化清掃に汗を流した。約１時間半
の作業で海岸沿いで収集した漂着ごみや河川周辺
の繁茂した草木の伐採など合わせて約５㌧を回収、
清掃後にはすっかりきれいになった。

■北部支部

　７月の河川・海岸愛護月間に合わせて協会各支部は、良好な河川環境保全や再生を目的に河川清掃活動を
展開。県の各土木事務所の呼びかけに応じて実施しているもので、毎年各支部会員企業から多数が参加して、
河川愛護の意識向上を図るとともに、良好な河川・海岸保全などに一役買った。

　八重山建設産業団体連合会（米盛博明会長）は
25日、石垣新川川周辺で河川・海岸清掃を実施。清
掃には、県職員や八重山建産連から総勢140人が参
加。八重山建産連からは会員企業の社員ら112人が
参加、同市登野城の市健康福祉センターから小波本
橋までにわたる遊歩道などの草を刈り取り、散乱す
るごみ拾いなどに汗を流した。当日は４㌧トラック１台
と２㌧トラック３台分の草木（約620㎏）を回収した。

■八重山建産連（八重山支部）

港湾工事の残土運搬費統一基準を要望
青年部会と県土木建築部が意見交換会

活発に意見を交わした

　沖建協青年部会(黒島一洋部会長)は8月20日、
県庁で県土木建築部と意見交換会を開き、同部発
注工事の入札制度などについて意見を交わした。こ
の中で青年部会は、港湾工事における残土運搬費
用について、各土木事務所によって積算に開きがあ
るとして、統一した歩掛の設定を要望したほか、現
在、年２回公表している発注見通しを四半期ごとに
実施するよう求めた。一方、県は法定福利費を含ん
だ下請け見積もりの尊重や、平成33・34年度の入札
参加資格審査の加点項目に、がん検診受診率を盛
り込む案などについて青年部会に意見を求めた。
　残土運搬費用について、県内の港湾工事では台
船を用いて残土の運搬を行うことが一般的だが、
港湾積算基準書では土運船での基準しかないた
め、各土木事務所で積算に開きがあり、通常の曳航
費を基に積算された事例もあった」と説明し、県と
して統一した歩掛の設定を求めた。これに対して、
県土建部は、各土木事務所の積算方法などを確認
した上で、統一した歩掛基準による運用が可能か
検討していきたいと返答した。
　また、県土建部が毎年４月と10月に公表している
発注見通しについて、効率的な技術者配置や応札

計画の策定などを目的に四半期ごとに公表するよう
要望。県は「今後、年４回の公表を検討していきた
い」と述べ、前向きに取り組む旨を説明した。
　このほか、沖縄総合事務局が港湾・空港関連工
事で実施している主任（監理）技術者の契約後の変
更容認や、複数案件で落札候補者となった場合の
重複する事後審査資料の簡素化、ＪＶ工事におけ
る構成員の配置予定技術者の要件緩和などを要望
した。
　一方、県土建部は青年部会に対し、建設業従事
者の社会保険加入推進に向け、法定福利費の計上
で下請け業者見積もりを尊重するよう要望。また、
県が2040年に長寿日本一の奪還を目標に、各部が
横断的に健康づくりに関する施策を推進している
現状を説明。その上で、平成33・34年度の入札参加
資格審査において、社員のがん検診受診率を加点
項目に加えることを検討していると説明した。
　意見交換会には、青年部会から黒島部会長、古
波蔵太志副部会長、石川裕憲副部会長、砂川和寛
副部会長らが出席、県から永山淳土木企画統括監、
松島良成土木整備統括監、嘉川陽一建築都市統
括監らが参加した。
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繁茂する雑草を刈り取った（27日、那覇支部・南部支部）

川沿いの雑草を刈り取り視界が開けた（27日、中部支部）

清掃活動への参加付受け付けをする会員ら（27日、北部支部）

遊歩道にまで伸びる雑草を刈り取り除去した（25日、八重山支部）

支部活動報告支部活動報告

■那覇支部・南部支部

　中部支部（手登根明支部長）は27日、石川川周辺
で清掃活動を実施した。津波克守副支部長は「地域
貢献活動の一環として毎年参加している。微力なが
ら今後も継続して参加していきたい」と語った。当日
は、会員企業多数が参加して、川沿いの空き缶やご
み、草木の刈り取り作業などを行った。

■中部支部

　北部支部（仲泊栄次支部長）は27日、宇茂佐海岸
などで河川・海岸清掃を実施。会員企業から約45人
が参加。支部会員のほか、県職員や各団体等から総
勢175人が参加、美化清掃に汗を流した。約１時間半
の作業で海岸沿いで収集した漂着ごみや河川周辺
の繁茂した草木の伐採など合わせて約５㌧を回収、
清掃後にはすっかりきれいになった。

■北部支部

　７月の河川・海岸愛護月間に合わせて協会各支部は、良好な河川環境保全や再生を目的に河川清掃活動を
展開。県の各土木事務所の呼びかけに応じて実施しているもので、毎年各支部会員企業から多数が参加して、
河川愛護の意識向上を図るとともに、良好な河川・海岸保全などに一役買った。

　八重山建設産業団体連合会（米盛博明会長）は
25日、石垣新川川周辺で河川・海岸清掃を実施。清
掃には、県職員や八重山建産連から総勢140人が参
加。八重山建産連からは会員企業の社員ら112人が
参加、同市登野城の市健康福祉センターから小波本
橋までにわたる遊歩道などの草を刈り取り、散乱す
るごみ拾いなどに汗を流した。当日は４㌧トラック１台
と２㌧トラック３台分の草木（約620㎏）を回収した。

■八重山建産連（八重山支部）

港湾工事の残土運搬費統一基準を要望
青年部会と県土木建築部が意見交換会

活発に意見を交わした

　沖建協青年部会(黒島一洋部会長)は8月20日、
県庁で県土木建築部と意見交換会を開き、同部発
注工事の入札制度などについて意見を交わした。こ
の中で青年部会は、港湾工事における残土運搬費
用について、各土木事務所によって積算に開きがあ
るとして、統一した歩掛の設定を要望したほか、現
在、年２回公表している発注見通しを四半期ごとに
実施するよう求めた。一方、県は法定福利費を含ん
だ下請け見積もりの尊重や、平成33・34年度の入札
参加資格審査の加点項目に、がん検診受診率を盛
り込む案などについて青年部会に意見を求めた。
　残土運搬費用について、県内の港湾工事では台
船を用いて残土の運搬を行うことが一般的だが、
港湾積算基準書では土運船での基準しかないた
め、各土木事務所で積算に開きがあり、通常の曳航
費を基に積算された事例もあった」と説明し、県と
して統一した歩掛の設定を求めた。これに対して、
県土建部は、各土木事務所の積算方法などを確認
した上で、統一した歩掛基準による運用が可能か
検討していきたいと返答した。
　また、県土建部が毎年４月と10月に公表している
発注見通しについて、効率的な技術者配置や応札

計画の策定などを目的に四半期ごとに公表するよう
要望。県は「今後、年４回の公表を検討していきた
い」と述べ、前向きに取り組む旨を説明した。
　このほか、沖縄総合事務局が港湾・空港関連工
事で実施している主任（監理）技術者の契約後の変
更容認や、複数案件で落札候補者となった場合の
重複する事後審査資料の簡素化、ＪＶ工事におけ
る構成員の配置予定技術者の要件緩和などを要望
した。
　一方、県土建部は青年部会に対し、建設業従事
者の社会保険加入推進に向け、法定福利費の計上
で下請け業者見積もりを尊重するよう要望。また、
県が2040年に長寿日本一の奪還を目標に、各部が
横断的に健康づくりに関する施策を推進している
現状を説明。その上で、平成33・34年度の入札参加
資格審査において、社員のがん検診受診率を加点
項目に加えることを検討していると説明した。
　意見交換会には、青年部会から黒島部会長、古
波蔵太志副部会長、石川裕憲副部会長、砂川和寛
副部会長らが出席、県から永山淳土木企画統括監、
松島良成土木整備統括監、嘉川陽一建築都市統
括監らが参加した。
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支部活動報告支部活動報告

　那覇支部（長山宏支部長）は７月25日、那覇市
内で防犯パトロールを実施した。パトロールは那
覇警察署からの委嘱を受けて実施しているもの
で、当日は支部会員企業から16人が参加した。
　パトロールは２班に分かれて壷屋地区を中心に
巡回。暗い路地では懐中電灯を使ってチェックし
たり、道路のごみなどを回収しながら美化活動に
も努めた。また、すれ違う歩行者に対して声かけを
行い、パトロール活動をアピール。午後９時ごろま
で巡回し、未成年者の非行防止に一役買った。
　同支部の宜名真弘和事務局長は「学校が夏休
みに入ると非行が増える傾向にあることから、この
時期にパトロールを実施している。今後も非行防
止に協力していきたい」と話し、地域の安心・安全

壷屋地区を巡回した

上原支部長（右）に感謝状が手渡された

　南部支部（上原進支部長）は、なんぶトリムマラ
ソン実行委員会から感謝状を贈呈された。毎年３
月に行われていたなんぶトリムマラソン大会に向
けた清掃ボランティア活動に対して贈られたもの
で、同支部では、地域貢献活動の一環として毎年
実施していた。同マラソン大会は今年３月の第30
回大会で終了した。
　実行委員長の上原昭糸満市長は「これまでのご
協力に感謝する」と述べ、上原支部長は「毎年清
掃活動という形で参加していたので、さびしくなる
が、今後も南部地域の発展のため、協力できるこ
とはしていきたい」と語った。
　同支部では、毎年３月に行われていたなんぶト
リムマラソンに先立ち、大会コースとなっている県
道や周辺の草刈りやごみ拾い、ポイ捨て空き缶回

収などの清掃活動を行っていた。
　表彰式は７月31日に執り行われ、これまで大会
開催にあたって協賛・協力した企業・団体等７社31
団体に感謝状と記念品が贈られた。

支部活動報告支部活動報告

■那覇支部　夜間防犯パトロール実施

■南部支部　なんぶトリムマラソン協力で感謝状

生徒らに直接手渡し激励した

　宮古支部（長田幸夫支部長）は７月31日、宮古総
合実業高校を訪ね、資格取得への支援として受験
対策テキストを贈呈した。同支部の地域貢献活動の
一環として、地元高校生を対象に建設業界の人材育
成・入職促進を図ることを目的に行ったもの。
　贈呈式には長田支部長と与那城敏副支部長、テ
キスト寄贈に協力した日建学院の梁田馨事務局長
が参加して生徒らにテキストを手渡した。
　長田支部長は「即戦力に対応できる人材確保・育
成と、将来に向けた雇用の拡大確保を図るため、資
格取得支援を援助する。生徒の皆さんはしっかりと
学び、資格を取得してください」と生徒を激励。「学校

関係機関との連携を強化し、学校現場へのサポート
を行う」と話し、建設産業を支える人材の掘り起こし
に期待した。

■宮古支部　宮古総合実業高にテキスト贈呈

長田支部長（左から２人目）が要請文を手渡した

　また同日、宮古島市に下地敏彦市長を訪ね、宮古
地区の高校に「建築科」を設置するよう要請した。離
島振興や将来の建設産業を支える人材の掘り起し
への支援を求め、離島から本島に進学することへの
家計負担による生活貧困に堕ちうる要因解消など
を訴えた。
　要請には、長田支部長と平良正樹副支部長、親泊
秀人事務局長が出席。長田支部長は「少子高齢化に
伴い建設業の担い手確保・育成は喫緊の課題」とし
たうえで、「人材育成、キャリア教育を担う学校現場
の問題解消と合わせて、離島から本島に進学するた
めに係る家計負担の軽減のためにも、ぜひ宮古島に

建築学科を設置してほしい」と話し、県に進言するよ
う求めた。対応した下地市長は「よい提案だと思う」
と答え、理解を示した。

建築科設置を宮古島市長に要請

要請文を読み上げる米盛支部長（右）

　八重山支部（米盛博明支部長）は８月16日、石垣
市を訪ね、八重山地域における学生の平等に学ぶ
機会の確保を訴え、島内の高校に建築系の学科を
新設するよう県への進言を要請した。
　米盛支部長は、少子化の流れで圏域の実業系高
校の定員割れなどの状況も承知しているとしたうえ
で、「高校に建築系学科があれば、卒業後に即戦力
として建設業界で活躍できる」と話し、離島振興や
将来の建設産業を支える人材の掘り起こしなどの支
援を求めた。対応した漢那政弘副市長は「人材育成
は必要。本島と平等に学ぶ機会が確保されるよう要 望していく」と前向きに取り組む考えを示した。

■八重山支部　石垣市へ建築学科新設を要請

確保のため、活動を継続していくとした。パトロー
ルは８月29日にも実施した。
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支部活動報告支部活動報告

　那覇支部（長山宏支部長）は７月25日、那覇市
内で防犯パトロールを実施した。パトロールは那
覇警察署からの委嘱を受けて実施しているもの
で、当日は支部会員企業から16人が参加した。
　パトロールは２班に分かれて壷屋地区を中心に
巡回。暗い路地では懐中電灯を使ってチェックし
たり、道路のごみなどを回収しながら美化活動に
も努めた。また、すれ違う歩行者に対して声かけを
行い、パトロール活動をアピール。午後９時ごろま
で巡回し、未成年者の非行防止に一役買った。
　同支部の宜名真弘和事務局長は「学校が夏休
みに入ると非行が増える傾向にあることから、この
時期にパトロールを実施している。今後も非行防
止に協力していきたい」と話し、地域の安心・安全

壷屋地区を巡回した

上原支部長（右）に感謝状が手渡された

　南部支部（上原進支部長）は、なんぶトリムマラ
ソン実行委員会から感謝状を贈呈された。毎年３
月に行われていたなんぶトリムマラソン大会に向
けた清掃ボランティア活動に対して贈られたもの
で、同支部では、地域貢献活動の一環として毎年
実施していた。同マラソン大会は今年３月の第30
回大会で終了した。
　実行委員長の上原昭糸満市長は「これまでのご
協力に感謝する」と述べ、上原支部長は「毎年清
掃活動という形で参加していたので、さびしくなる
が、今後も南部地域の発展のため、協力できるこ
とはしていきたい」と語った。
　同支部では、毎年３月に行われていたなんぶト
リムマラソンに先立ち、大会コースとなっている県
道や周辺の草刈りやごみ拾い、ポイ捨て空き缶回

収などの清掃活動を行っていた。
　表彰式は７月31日に執り行われ、これまで大会
開催にあたって協賛・協力した企業・団体等７社31
団体に感謝状と記念品が贈られた。

支部活動報告支部活動報告

■那覇支部　夜間防犯パトロール実施

■南部支部　なんぶトリムマラソン協力で感謝状

生徒らに直接手渡し激励した

　宮古支部（長田幸夫支部長）は７月31日、宮古総
合実業高校を訪ね、資格取得への支援として受験
対策テキストを贈呈した。同支部の地域貢献活動の
一環として、地元高校生を対象に建設業界の人材育
成・入職促進を図ることを目的に行ったもの。
　贈呈式には長田支部長と与那城敏副支部長、テ
キスト寄贈に協力した日建学院の梁田馨事務局長
が参加して生徒らにテキストを手渡した。
　長田支部長は「即戦力に対応できる人材確保・育
成と、将来に向けた雇用の拡大確保を図るため、資
格取得支援を援助する。生徒の皆さんはしっかりと
学び、資格を取得してください」と生徒を激励。「学校

関係機関との連携を強化し、学校現場へのサポート
を行う」と話し、建設産業を支える人材の掘り起こし
に期待した。

■宮古支部　宮古総合実業高にテキスト贈呈

長田支部長（左から２人目）が要請文を手渡した

　また同日、宮古島市に下地敏彦市長を訪ね、宮古
地区の高校に「建築科」を設置するよう要請した。離
島振興や将来の建設産業を支える人材の掘り起し
への支援を求め、離島から本島に進学することへの
家計負担による生活貧困に堕ちうる要因解消など
を訴えた。
　要請には、長田支部長と平良正樹副支部長、親泊
秀人事務局長が出席。長田支部長は「少子高齢化に
伴い建設業の担い手確保・育成は喫緊の課題」とし
たうえで、「人材育成、キャリア教育を担う学校現場
の問題解消と合わせて、離島から本島に進学するた
めに係る家計負担の軽減のためにも、ぜひ宮古島に

建築学科を設置してほしい」と話し、県に進言するよ
う求めた。対応した下地市長は「よい提案だと思う」
と答え、理解を示した。

建築科設置を宮古島市長に要請

要請文を読み上げる米盛支部長（右）

　八重山支部（米盛博明支部長）は８月16日、石垣
市を訪ね、八重山地域における学生の平等に学ぶ
機会の確保を訴え、島内の高校に建築系の学科を
新設するよう県への進言を要請した。
　米盛支部長は、少子化の流れで圏域の実業系高
校の定員割れなどの状況も承知しているとしたうえ
で、「高校に建築系学科があれば、卒業後に即戦力
として建設業界で活躍できる」と話し、離島振興や
将来の建設産業を支える人材の掘り起こしなどの支
援を求めた。対応した漢那政弘副市長は「人材育成
は必要。本島と平等に学ぶ機会が確保されるよう要 望していく」と前向きに取り組む考えを示した。

■八重山支部　石垣市へ建築学科新設を要請

確保のため、活動を継続していくとした。パトロー
ルは８月29日にも実施した。
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－14－ －15－

▼ 概 況

▼ 月別請負金額、単月・累計前年対比の推移

お申し込み・お問い合わせは下記までお願いします。
西日本建設業保証株式会社  沖縄支店（担当：小倉、濱岡）
TEL：098－876－1981 　FAX番号：098－876－1985

※沖縄市は水道局発注工事のみの適用となっております。
※表に掲載のない市町村は中間前金払制度を導入されておりません。

沖縄県
那覇市
名護市
うるま市
沖縄市※
宜野湾市
糸満市
豊見城市
南城市
宮古島市
石垣市

１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
５０万円以上
１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
130万円以上

120日以上
120日以上
120日以上
120日以上
120日以上
120日以上
　90日以上
　90日以上
120日以上
120日以上
60日以上

浦添市
竹富町
久米島町
本部町
与那原町
北谷町
南風原町
西原町
嘉手納町
中城村
北中城村
国頭村

１千万円以上
500万円以上
150万円以上
１千万円以上
１千万円以上
150万円以上
150万円以上
100万円以上
１千万円以上
150万円以上
１千万円以上
１千万円以上

　120日以上
　60日以上
　60日以上
120日以上
120日以上

120日以上

120日以上
120日以上

大宜味村
伊平屋村
南大東村
恩納村
読谷村
伊江村
宜野座村
伊是名村
北大東村
東村

渡嘉敷村
粟国村

１千万円以上
１千万円以上
150万円以上
１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
130万円以上
150万円以上
150万円以上
１千万円以上
50万円以上
150万円以上

　120日以上
120日以上

120日以上
120日以上
120日以上
　90日以上

120日以上

中間前金払制度の導入状況（平成30年9月１日現在）
発注者 対象金額 対象工期 発注者 対象金額 対象工期 発注者 対象金額 対象工期

34／41市町村 導入

次の発注者で中間前金払制度が新規採用されました！！
ご受注の際は是非ご利用下さい！！

【中間前金払制度とは】
◆ 請負金額の４０％に相当する前払金に加え、工期と出来高が１／２を超えた時点で、
　 追加で請負金額の２０％を受領できる制度です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈中間前金払制度を新規採用した発注者〉

嘉手納町
請負金額：1,000万以
　　工期：120日以上

8月１7日付

粟国村
請負金額：150万以上

9月１日付

渡嘉敷村
請負金額：５０万以上

8月１日付

今後も採用が決定した
市町村は随時ご案内致します！

お 知 ら せ お 知 ら せ

沖建協会報　2018. 9月号 沖建協会報　2018. 9月号

沖縄県内の公共工事動向（平成３０年7月分）
西日本建設業保証（株）沖縄支店
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▼ 概 況

▼ 月別請負金額、単月・累計前年対比の推移

お申し込み・お問い合わせは下記までお願いします。
西日本建設業保証株式会社  沖縄支店（担当：小倉、濱岡）
TEL：098－876－1981 　FAX番号：098－876－1985

※沖縄市は水道局発注工事のみの適用となっております。
※表に掲載のない市町村は中間前金払制度を導入されておりません。

沖縄県
那覇市
名護市
うるま市
沖縄市※
宜野湾市
糸満市
豊見城市
南城市
宮古島市
石垣市

１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
５０万円以上
１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
130万円以上

120日以上
120日以上
120日以上
120日以上
120日以上
120日以上
　90日以上
　90日以上
120日以上
120日以上
60日以上

浦添市
竹富町
久米島町
本部町
与那原町
北谷町
南風原町
西原町
嘉手納町
中城村
北中城村
国頭村

１千万円以上
500万円以上
150万円以上
１千万円以上
１千万円以上
150万円以上
150万円以上
100万円以上
１千万円以上
150万円以上
１千万円以上
１千万円以上

　120日以上
　60日以上
　60日以上
120日以上
120日以上

120日以上

120日以上
120日以上

大宜味村
伊平屋村
南大東村
恩納村
読谷村
伊江村
宜野座村
伊是名村
北大東村
東村

渡嘉敷村
粟国村

１千万円以上
１千万円以上
150万円以上
１千万円以上
１千万円以上
１千万円以上
130万円以上
150万円以上
150万円以上
１千万円以上
50万円以上
150万円以上

　120日以上
120日以上

120日以上
120日以上
120日以上
　90日以上

120日以上

中間前金払制度の導入状況（平成30年9月１日現在）
発注者 対象金額 対象工期 発注者 対象金額 対象工期 発注者 対象金額 対象工期

34／41市町村 導入

次の発注者で中間前金払制度が新規採用されました！！
ご受注の際は是非ご利用下さい！！

【中間前金払制度とは】
◆ 請負金額の４０％に相当する前払金に加え、工期と出来高が１／２を超えた時点で、
　 追加で請負金額の２０％を受領できる制度です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈中間前金払制度を新規採用した発注者〉

嘉手納町
請負金額：1,000万以
　　工期：120日以上

8月１7日付

粟国村
請負金額：150万以上

9月１日付

渡嘉敷村
請負金額：５０万以上

8月１日付

今後も採用が決定した
市町村は随時ご案内致します！

お 知 ら せ お 知 ら せ

沖建協会報　2018. 9月号 沖建協会報　2018. 9月号

沖縄県内の公共工事動向（平成３０年7月分）
西日本建設業保証（株）沖縄支店



－16－ －17－

［助成額・助成率］　（　）内は中小企業以外の助成額・助成率

①

②

③教育訓練休暇付与コース 30万円 36万円

MessageMessage ～後輩たちへ～

沖建協会報　2018. 9月号 沖建協会報　2018. 9月号

建設
雇用改善
コーナー人材開発支援助成金の案内

人材開発支援助成金

※認定実習併用職業訓練において、建設業、製造業、情報通信業の分野（特定分野）の場合は経費助成率を30％→45％、45％→60％、
　60％→75％へ引き上げます。

　人材開発支援助成金は、労働者の職業生活設計の全期間を通じて段階的かつ体系的な職業能力開発を効果的に促進するため、雇用
する労働者に対して職務に関連した専門的な知識及び技能の習得をさせるための職業訓練などを計画に沿って実施した場合に、訓練
経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。企業の人材育成と労働者の職業能力開発のために、ぜひ、ご活用ください。
　
〈平成 30 年 4月１日からの主な改正内容〉
１．キャリアアップ助成金の人材育成コース、建設労働者確保育成助成金の認定訓練コース及び技能実習コース、障害者職業能力開
　発助成金を統合し、助成メニューを７類型（特定訓練コース、一般訓練コース、特別育成訓練コース、教育訓練休暇付与コース、建設
　労働者認定訓練コース、建設労働者技能実習コース、障害者職業能力開発コース）に整理統合しました。
２．労働生産性が向上している企業について支給する割増助成分について、特定訓練コースのみ、訓練開始日が属する会計年度の前
　年度とその３年度後の会計年度と比較する成果主義へ変更しました。
３．制度導入助成について、教育訓練休暇付与コースを新設するとともに、キャリア形成支援制度導入コース及び職業能力検定制度導
　入コースについては、平成29年度限りで廃止いたしました。
　その他詳細はＨＰ（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html）な
　どでご確認ください
　
〈各コースの申請期限〉
○訓練実施計画（訓練様式第１号）
→訓練開始日から起算して１カ月までに提出するようお願いします。
　例：訓練開始日が７月１日である場合、6月１日が提出期限
　　　訓練開始日が７月15日である場合、6月15日
　　　訓練開始日が７月31日である場合、6月30日（6月31日がないためその前日）
　　　訓練開始日が９月30日である場合、8月30日（前月の同日が期限）
　　　訓練開始日が３月29日、30日、31日である場合、いずれも2月28日（2月29日まである場合は29日）
※新たに雇い入れた被保険者のみを対象とした訓練等雇い入れ日から訓練開始日までが１カ月以内である訓練等の訓練実施計画届
　の提出期間については、訓練開始日から起算して原則１カ月前に提出するようお願いします。
※訓練実施計画届提出時において、提出が困難な添付書類がある場合には当該添付書類について訓練開始日の前日までに提出する
　ようお願いします。
※申請期限について平成29年度と取り扱いが異なるのでご留意ください。

特定訓練コース

一般訓練コース

特別育成訓練コース

教育訓練休暇付与コース

建設労働者認定訓練コース

建設労働者技能実習コース

障害者職業能力開発コース

・労働生産性の向上に係る訓練　　・雇用型訓練　　・若年労働者への訓練
・技能継承等の訓練　　・グローバル人材育成の訓練

　上記以外の訓練

・有給教育訓練休暇制度を導入し、労働者が当該休暇を取得して訓練を受けた場合に助成

・一般職業訓練　　・有期実習型訓練　　・中小企業等担い手育成訓練

・安衛法に基づく教習及び技能講習や特別教育
・能開法に規定する技能検定試験のための事前講習
・建設業法施行規則に規定する登録機関技能者講習　　など

・障害者職業能力開発訓練施設等の設置等
・障害者職業能力開発訓練運営費（人材費、教材費等）

・認定職業訓練または指導員訓練のうち建設関連の訓練

※

沖縄工業高等学校出身
志藤　圭悟さん（20歳）
（大晋建設株式会社　
　　　　　建設事業部建築課）　
しどう・けいご／那覇市出身／2017
年３月沖縄工業高校建築科卒業／
2017年４月大晋建設㈱入社
 
将来の夢：現場代理人になること。
そのための目標として１級施工管理
技士、１級建築士取得に向けて頑張
ります。

積極的にコミュニケーションをとることが大事！！
　業者との打ち合わせ、工程管理、施工図作成などさま
ざまな作業を行って一つの建物をつくっていく現場監督
という職種に魅力を感じ入社しました。分からないこと
は現場の先輩や職人さんたちに積極的に聞き、コミュニ
ケーションをとることが大事！　きつい時やつらい時な
どは一人で悩まずにいつでも相談できる同期や友人、家
族に頼ることも大切だと思います。

城間前田線都市モノレール浦添前田駅建設工事（建築）

ふさと・りょうた／うるま市出身／
2017年３月美来工科高校都市環境
科卒業／2017年４月㈱仲本工業入
社
 　
将来の夢：目標は１級土木施工管理
技士を取ることです。

コミュニケーションとメモを取るのが大事
　入職のきっかけは身近に土木関係の仕事をしている人
が多かったこと。初めての現場は、馴染むまでに時間が
かかると思いますが、話してみるとみんな優しいです。高
所など危険な場所での作業もありますが、安全性が徹底
されており、その現場のルールをきちんと守れば心配な
いです。大事なのは現場の方達とのコミュニケーションと
教わったことはメモを取るということです。 美来工科高等学校出身

冨里　亮太さん（19歳）
（株式会社仲本工業　土木部）　

県道20号線（泡瀬工区）橋梁整備工事（Ｐ２下部工）。主
に環境対策で濁度測定と写真管理をしていました。

沖縄労働局職業安定部 
職業対策課  助成金センター
TEL：098-868-1606 
 FAX：098-868-1612

お問い合わせ先
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［助成額・助成率］　（　）内は中小企業以外の助成額・助成率

①

②

③教育訓練休暇付与コース 30万円 36万円
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沖建協会報　2018. 9月号 沖建協会報　2018. 9月号

建設
雇用改善
コーナー人材開発支援助成金の案内

人材開発支援助成金

※認定実習併用職業訓練において、建設業、製造業、情報通信業の分野（特定分野）の場合は経費助成率を30％→45％、45％→60％、
　60％→75％へ引き上げます。

　人材開発支援助成金は、労働者の職業生活設計の全期間を通じて段階的かつ体系的な職業能力開発を効果的に促進するため、雇用
する労働者に対して職務に関連した専門的な知識及び技能の習得をさせるための職業訓練などを計画に沿って実施した場合に、訓練
経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。企業の人材育成と労働者の職業能力開発のために、ぜひ、ご活用ください。
　
〈平成 30 年 4月１日からの主な改正内容〉
１．キャリアアップ助成金の人材育成コース、建設労働者確保育成助成金の認定訓練コース及び技能実習コース、障害者職業能力開
　発助成金を統合し、助成メニューを７類型（特定訓練コース、一般訓練コース、特別育成訓練コース、教育訓練休暇付与コース、建設
　労働者認定訓練コース、建設労働者技能実習コース、障害者職業能力開発コース）に整理統合しました。
２．労働生産性が向上している企業について支給する割増助成分について、特定訓練コースのみ、訓練開始日が属する会計年度の前
　年度とその３年度後の会計年度と比較する成果主義へ変更しました。
３．制度導入助成について、教育訓練休暇付与コースを新設するとともに、キャリア形成支援制度導入コース及び職業能力検定制度導
　入コースについては、平成29年度限りで廃止いたしました。
　その他詳細はＨＰ（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html）な
　どでご確認ください
　
〈各コースの申請期限〉
○訓練実施計画（訓練様式第１号）
→訓練開始日から起算して１カ月までに提出するようお願いします。
　例：訓練開始日が７月１日である場合、6月１日が提出期限
　　　訓練開始日が７月15日である場合、6月15日
　　　訓練開始日が７月31日である場合、6月30日（6月31日がないためその前日）
　　　訓練開始日が９月30日である場合、8月30日（前月の同日が期限）
　　　訓練開始日が３月29日、30日、31日である場合、いずれも2月28日（2月29日まである場合は29日）
※新たに雇い入れた被保険者のみを対象とした訓練等雇い入れ日から訓練開始日までが１カ月以内である訓練等の訓練実施計画届
　の提出期間については、訓練開始日から起算して原則１カ月前に提出するようお願いします。
※訓練実施計画届提出時において、提出が困難な添付書類がある場合には当該添付書類について訓練開始日の前日までに提出する
　ようお願いします。
※申請期限について平成29年度と取り扱いが異なるのでご留意ください。

特定訓練コース

一般訓練コース

特別育成訓練コース

教育訓練休暇付与コース

建設労働者認定訓練コース

建設労働者技能実習コース

障害者職業能力開発コース

・労働生産性の向上に係る訓練　　・雇用型訓練　　・若年労働者への訓練
・技能継承等の訓練　　・グローバル人材育成の訓練

　上記以外の訓練

・有給教育訓練休暇制度を導入し、労働者が当該休暇を取得して訓練を受けた場合に助成

・一般職業訓練　　・有期実習型訓練　　・中小企業等担い手育成訓練

・安衛法に基づく教習及び技能講習や特別教育
・能開法に規定する技能検定試験のための事前講習
・建設業法施行規則に規定する登録機関技能者講習　　など

・障害者職業能力開発訓練施設等の設置等
・障害者職業能力開発訓練運営費（人材費、教材費等）

・認定職業訓練または指導員訓練のうち建設関連の訓練

※

沖縄工業高等学校出身
志藤　圭悟さん（20歳）
（大晋建設株式会社　
　　　　　建設事業部建築課）　
しどう・けいご／那覇市出身／2017
年３月沖縄工業高校建築科卒業／
2017年４月大晋建設㈱入社
 
将来の夢：現場代理人になること。
そのための目標として１級施工管理
技士、１級建築士取得に向けて頑張
ります。

積極的にコミュニケーションをとることが大事！！
　業者との打ち合わせ、工程管理、施工図作成などさま
ざまな作業を行って一つの建物をつくっていく現場監督
という職種に魅力を感じ入社しました。分からないこと
は現場の先輩や職人さんたちに積極的に聞き、コミュニ
ケーションをとることが大事！　きつい時やつらい時な
どは一人で悩まずにいつでも相談できる同期や友人、家
族に頼ることも大切だと思います。

城間前田線都市モノレール浦添前田駅建設工事（建築）

ふさと・りょうた／うるま市出身／
2017年３月美来工科高校都市環境
科卒業／2017年４月㈱仲本工業入
社
 　
将来の夢：目標は１級土木施工管理
技士を取ることです。

コミュニケーションとメモを取るのが大事
　入職のきっかけは身近に土木関係の仕事をしている人
が多かったこと。初めての現場は、馴染むまでに時間が
かかると思いますが、話してみるとみんな優しいです。高
所など危険な場所での作業もありますが、安全性が徹底
されており、その現場のルールをきちんと守れば心配な
いです。大事なのは現場の方達とのコミュニケーションと
教わったことはメモを取るということです。 美来工科高等学校出身

冨里　亮太さん（19歳）
（株式会社仲本工業　土木部）　

県道20号線（泡瀬工区）橋梁整備工事（Ｐ２下部工）。主
に環境対策で濁度測定と写真管理をしていました。

沖縄労働局職業安定部 
職業対策課  助成金センター
TEL：098-868-1606 
 FAX：098-868-1612

お問い合わせ先
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・沖建協「高校生小型車両系建設機械特別教育【宮古地区】」～8/2
（木）迄（宮古総合実業高校）

・沖建協「高校生小型車両系建設機械特別教育【八重山地区】」～
8/8（水）迄（八重山農林高校）

・沖建協「原価管理講習会【宮古地区】」（宮古建設会館）
・沖建協「地域別産学懇談会【那覇管内】」（建労センター）
・沖建協「正副会長会議」（建労センター）
・沖建協「役員会」（建労センター）
・沖建協「高校生小型車両系建設機械特別教育【沖縄工業】」～8/15
（水）迄（建設業安全衛生技術センター）
・沖建協「建設業経理事務士3級特別研修【美里工業】」～8/16（木）
迄（美里工業高校）
・沖建協「地域別産学懇談会【名護管内】」（北部建設会館）
・沖建協「地域別産学懇談会【沖縄管内】」（中部建設会館）
・沖建協「地域別産学懇談会【宮古管内】」（宮古建設会館）
・沖建協「原価管理講習会【八重山地区】」（八重山建設会館）
・沖建協「地域別産学懇談会【八重山管内】」（八重山建設会館）
・沖建協青年部会「研修委員会」（建労センター）
・沖建協「高校生小型車両系建設機械特別教育【美里工業・沖縄工
業】」～8/19（日）迄（建設業安全衛生技術センター）
・沖建協「建設業経理事務士3級特別研修【沖縄工業】」～8/22（水）
迄（沖縄工業高校）
・沖建協「沖縄県土木建築部・教育庁へ要請」（県庁）
・建産連「役員会」（建設会館）
・沖建協青年部会「沖縄県土木建築部との意見交換会」（県庁）
・沖建協「1級土木施工管理技術検定試験（実地）受験準備講習会」
～8/22（水）迄（建労センター）

・沖建協「1級建築施工管理技術検定試験（実地）受験準備講習会」
～8/29（水）迄（建労センター）
・建退共「建退共制度説明会【那覇・南部地区】」

（サムシング・フォー西崎）
・建退共「建退共制度説明会【中部地区】」

（沖縄コンベンションセンター）
・建退共「建退共制度説明会【北部地区】」

（北部雇用能力総合センター）
・建退共「建退共制度説明会【宮古地区】」

（ホテルアトールエメラルド宮古島）

・建退共「建退共制度説明会【八重山地区】」（八重山建設会館）

・経済団体会議「本会議」（那覇市）
・沖縄空手国際大会「開会式」（那覇市）
・めんそーれ沖縄県民運動推進協議会「総会・表彰式」（那覇市）
・建設業振興基金「監理技術者講習」（浦添市）
・防衛協会「災害派遣活動報告会」（那覇市）
・全建「建設生産システム委員会」（東京都）
・沖縄空手国際大会「閉会式・表彰式」（那覇市）

・九建協「土木委員会」（佐賀県）
・琉球大学工学部後援会「総会」（那覇市）
・九建協「前会長会」（佐賀県）
・県防災危機管理課「沖縄県総合防災訓練第2回全体会議」

（那覇市）
・防衛協会「三役会」（那覇市）
・九建協「建築委員会」（佐賀県）

・物産公社「『沖縄県優良県産品推奨事業』商品力審査会」（那覇市）

・全国建産連「総務委員会」（東京都）

・磁気探査協会「磁気探査技士試験合否判定部会」（浦添市）
・県産品奨励月間実行委員会「実行委員会」（那覇市）
・九建協「労務対策委員会」（佐賀県）
・熊本建設業協会青年部会「全国大会・実行委員会」（熊本県）
・建設業社会保険推進・処遇改善沖縄地方連絡協議会（那覇市）
・沖縄科学技術大学院大学発展促進県民会議「総会」（恩納村）

・防衛協会「理事会」（那覇市）
・おきなわ建設フェスタ実行委員会「幹事会」（那覇市）
・県保健医療部健康長寿課「健康長寿おきなわ復活県民会議」

（那覇市）
・建退共本部「建退共制度に関する支部事務局長・担当者意見交換
会」（東京都）
・沖縄建設新聞「臨時取締役会」（那覇市）
・九建協「専務・事務局長会議」（熊本県）
・生コンクリート品質管理監査会議「生コン工場立入監査」

（嘉手納町）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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・沖建協「建設雇用改善事業推進会議」（建労センター）

・沖建協「正副会長会議」（建労センター）
・沖建協「役員会」（建労センター）
・沖建協「総務委員会」（建労センター）
・沖建協「高校生現場見学会【美来工科・土木工学科】」

（産業廃棄物最終処分場、安富祖ダム）
・沖建協「高校生現場見学会【美里工業・建築科】」

（サンエーパルコ、職業能力開発校本館）

・沖縄県「平成30年度沖縄県総合防災訓練（実働訓練）」（那覇市）
・おきなわ技能五輪・アビリンピック2018推進協議会「選手育成専
門委員会」（那覇市）
・建設業振興基金「建設業経理事務士特別研修3級」～9/6（木）迄

（浦添市）
・沖縄労働局・県商工労働部「経済団体に対する障害者雇用の要請」

（那覇市）
・建設業企業年金基金「資産運用委員会」（浦添市）
・生コンクリート品質管理監査会議「生コン工場立入監査」（沖縄市）

・建設業振興基金「建設業経理士検定試験1・2級」（宜野湾市）
・物産公社「優良県産品推奨事業選定審査会」（那覇市）

・全国建産連「全国会長会議」～9/12（水）迄（福島県）

・環境整備センター「取締役会」（那覇市）

・建災防「全国建設業労働災害防止大会」（神奈川県）
・全建「協議員会」（東京都）
・職業能力開発協会「若年技能者人材育成支援等事業に係る連絡会
議」（那覇市）
・建設業振興基金「監理技術者講習」（浦添市）
・九建協「専務・事務局長会議、会長会議」（福岡県）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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「2018会員名簿」
修正済み

「2018会員名簿」
修正済み

・沖建協「高校生小型車両系建設機械特別教育【宮古地区】」～8/2
（木）迄（宮古総合実業高校）

・沖建協「高校生小型車両系建設機械特別教育【八重山地区】」～
8/8（水）迄（八重山農林高校）

・沖建協「原価管理講習会【宮古地区】」（宮古建設会館）
・沖建協「地域別産学懇談会【那覇管内】」（建労センター）
・沖建協「正副会長会議」（建労センター）
・沖建協「役員会」（建労センター）
・沖建協「高校生小型車両系建設機械特別教育【沖縄工業】」～8/15
（水）迄（建設業安全衛生技術センター）
・沖建協「建設業経理事務士3級特別研修【美里工業】」～8/16（木）
迄（美里工業高校）
・沖建協「地域別産学懇談会【名護管内】」（北部建設会館）
・沖建協「地域別産学懇談会【沖縄管内】」（中部建設会館）
・沖建協「地域別産学懇談会【宮古管内】」（宮古建設会館）
・沖建協「原価管理講習会【八重山地区】」（八重山建設会館）
・沖建協「地域別産学懇談会【八重山管内】」（八重山建設会館）
・沖建協青年部会「研修委員会」（建労センター）
・沖建協「高校生小型車両系建設機械特別教育【美里工業・沖縄工
業】」～8/19（日）迄（建設業安全衛生技術センター）
・沖建協「建設業経理事務士3級特別研修【沖縄工業】」～8/22（水）
迄（沖縄工業高校）
・沖建協「沖縄県土木建築部・教育庁へ要請」（県庁）
・建産連「役員会」（建設会館）
・沖建協青年部会「沖縄県土木建築部との意見交換会」（県庁）
・沖建協「1級土木施工管理技術検定試験（実地）受験準備講習会」
～8/22（水）迄（建労センター）

・沖建協「1級建築施工管理技術検定試験（実地）受験準備講習会」
～8/29（水）迄（建労センター）
・建退共「建退共制度説明会【那覇・南部地区】」

（サムシング・フォー西崎）
・建退共「建退共制度説明会【中部地区】」

（沖縄コンベンションセンター）
・建退共「建退共制度説明会【北部地区】」

（北部雇用能力総合センター）
・建退共「建退共制度説明会【宮古地区】」

（ホテルアトールエメラルド宮古島）

・建退共「建退共制度説明会【八重山地区】」（八重山建設会館）

・経済団体会議「本会議」（那覇市）
・沖縄空手国際大会「開会式」（那覇市）
・めんそーれ沖縄県民運動推進協議会「総会・表彰式」（那覇市）
・建設業振興基金「監理技術者講習」（浦添市）
・防衛協会「災害派遣活動報告会」（那覇市）
・全建「建設生産システム委員会」（東京都）
・沖縄空手国際大会「閉会式・表彰式」（那覇市）

・九建協「土木委員会」（佐賀県）
・琉球大学工学部後援会「総会」（那覇市）
・九建協「前会長会」（佐賀県）
・県防災危機管理課「沖縄県総合防災訓練第2回全体会議」

（那覇市）
・防衛協会「三役会」（那覇市）
・九建協「建築委員会」（佐賀県）

・物産公社「『沖縄県優良県産品推奨事業』商品力審査会」（那覇市）

・全国建産連「総務委員会」（東京都）

・磁気探査協会「磁気探査技士試験合否判定部会」（浦添市）
・県産品奨励月間実行委員会「実行委員会」（那覇市）
・九建協「労務対策委員会」（佐賀県）
・熊本建設業協会青年部会「全国大会・実行委員会」（熊本県）
・建設業社会保険推進・処遇改善沖縄地方連絡協議会（那覇市）
・沖縄科学技術大学院大学発展促進県民会議「総会」（恩納村）

・防衛協会「理事会」（那覇市）
・おきなわ建設フェスタ実行委員会「幹事会」（那覇市）
・県保健医療部健康長寿課「健康長寿おきなわ復活県民会議」

（那覇市）
・建退共本部「建退共制度に関する支部事務局長・担当者意見交換
会」（東京都）
・沖縄建設新聞「臨時取締役会」（那覇市）
・九建協「専務・事務局長会議」（熊本県）
・生コンクリート品質管理監査会議「生コン工場立入監査」

（嘉手納町）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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・沖建協「建設雇用改善事業推進会議」（建労センター）

・沖建協「正副会長会議」（建労センター）
・沖建協「役員会」（建労センター）
・沖建協「総務委員会」（建労センター）
・沖建協「高校生現場見学会【美来工科・土木工学科】」

（産業廃棄物最終処分場、安富祖ダム）
・沖建協「高校生現場見学会【美里工業・建築科】」

（サンエーパルコ、職業能力開発校本館）

・沖縄県「平成30年度沖縄県総合防災訓練（実働訓練）」（那覇市）
・おきなわ技能五輪・アビリンピック2018推進協議会「選手育成専
門委員会」（那覇市）
・建設業振興基金「建設業経理事務士特別研修3級」～9/6（木）迄

（浦添市）
・沖縄労働局・県商工労働部「経済団体に対する障害者雇用の要請」

（那覇市）
・建設業企業年金基金「資産運用委員会」（浦添市）
・生コンクリート品質管理監査会議「生コン工場立入監査」（沖縄市）

・建設業振興基金「建設業経理士検定試験1・2級」（宜野湾市）
・物産公社「優良県産品推奨事業選定審査会」（那覇市）

・全国建産連「全国会長会議」～9/12（水）迄（福島県）

・環境整備センター「取締役会」（那覇市）

・建災防「全国建設業労働災害防止大会」（神奈川県）
・全建「協議員会」（東京都）
・職業能力開発協会「若年技能者人材育成支援等事業に係る連絡会
議」（那覇市）
・建設業振興基金「監理技術者講習」（浦添市）
・九建協「専務・事務局長会議、会長会議」（福岡県）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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お知らせお知らせ

I . 退職金の予定運用利回りの変更について

　中小企業退職金共済法に基づき5年に1度検討を行うこととされており、今回、検討の結果、建退

共の退職金の予定運用利回りが2.7%から3.0%に引き上げられました。

このため、退職金の額に関する政令が改正されました。

※平成15年10月1日以降の掛金納付があり、かつ平成28年4月1日以降に退職金請求事由が発生される者

　については、平成15年10月1日以降の掛金納付分についても3.0%の予定運用利回りが適用されます。

※掛金納付月数が12月以上24月未満の場合、退職金の額は掛金納付額の3～5割程度の額となります。
　

Ⅱ . 退職金の支給要件緩和について

　これまで、掛金納付月数が24月未満の場合については退職金の不支給期間となっておりました

が、これが12月未満に緩和されました。(死亡による場合は12月未満で変更ありません。)

※平成28年3月31日以前に退職金請求事由が発生する方は従来通りとなります。
　

Ⅲ . 被共済者による移動通算の申出期間の延長について

　建退共制度と中退共制度、清退共制度及び林退共制度との間を移動した場合、退職後2年以内で

あった通算の申出期間が3年以内まで延長されました。
　

Ⅳ . 移動通算できる退職金額の上限撒廃について

　これまで、移動通算できる額の上限を超える金額は差額給付金として被共済者に支給しており

ましたが、その上限が撤廃され、全額が移動先の制度に移換できるようになりました。
　

※詳細については、建退共ホームページに掲載しております。

中小企業退職金共済法の一部改正などに伴い、平成28年4月1日から建退共の制度が下記
のとおり変更となりました。　

国
の
制
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長
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沖建協会報
今月号の主な内容

平成30年

9
月号

No.580

http://www.okikenkyo .or . jp/

◆ 第 4回役員会を開催
◆ 建設産業親睦ゴルフコンペ開催
◆ 地域別産学懇談会を開催 OCA

あんぜんぼーや


